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大学生活のあいまに
太田悠香
（おおた・はるか）
言語文化学部スペイン語専攻四年
新入生
の
皆様、
ご
入学
おめでとうござい
ます
。大学生活ほど
、自分
で
好
きなように
時間管理
ができる
時はないと
思
います
。専
攻語
の
勉強に精
を
出
して
極めるのもよし
、
部活
やサークルに
打ち込
んでもよし
、アル
バイトや
恋愛
だって
。
でも、疲れて
癒され
たい
時
だってあります
。自分
がどのような
大学生活
を
送りたいかのヒントをくれる
かもしれない
、そんな
本
を
集めてみました。
黒田龍之助『ぼくたちの外国語学部』
三修社、
二〇一三年
「外国語
を
学ぶこ
と
」にどんな
意味
があるのか
―
外
大生
なら
一度は考
えるこの
問
いの
解
決
の
糸口
をやさしく
示
してくれる
本
です
。
ある大学
の
外国語学部
で
非常勤講師
を
務め
る黒田先生
と
、
いかにも
「外国語学部
らし
い
」生徒
たちの
交流
から
、言語
を
愛
する
人々
のリアルな
姿、想
いが
描かれています
。
私
たちの
知
らない
、古
き
良
き
外国語学部に
思
いを
馳
せてみては
。
三浦しをん『風が強く吹いている』
新潮文庫、
二〇〇九年
インターハイを
制
したこともある
が
人間
として
未熟
なエース
、
ヘビー
スモーカー、漫画オタク
、陸上経験
のない
黒人留学生、
クイ
ズ
番組大好
き
青年……寄
せ
集め無名陸上部
が
目指
すのは
なんとあの
箱根駅伝。走る
ことがもとから
好
きでなかったメンバーも
、
ぶつかり合
いながらやがて
団結
し
、一
つの
目標に向かって
進
んでい ます
。読後には
走り終わったときのような爽快さを
感
じら
れる一冊
です
。
よしもとばなな『彼女について』
文春文庫、二
〇一一年
エネルギーいっ
ぱいに忙
しく
学生
生活
を
送
っている
と
、疲れる時もあ
りますよね。
たま
には一人
でゆっくり、よしもとさんの紡
ぎ
だす
優
しい
言葉に癒されてみるのもいいの
ではないでしょうか。 〝魔女〞
のお
母
さん
を
持
つ
主人公・由美
の
人生
をめぐる
少
し
悲
しいファンタジー
。
のはずなのに、
やわら
かくあたたかい
描写
で
、人生
のきらきらし
たものにきっと
気付かせてくれます。
〝大学生〞に期待を込めて
立松実沙子
（たてまつ・みさこ）
言語文化学部日本語専攻四年
新入生
のみなさん
、
ご
入学
おめでとうご
新入生に読んでほしい
―
外語大の先輩たちが薦めるイチオシの
本が集まりました。これからの学生生活を過ごすうえでも視野を広げてくれる本ばかりです。
わたしのイチオシ
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わたしのイチオシ
ざいます
。
みなさんは
〝大学生〞にどんな
イメージを
持
っていますか？
　 今回、私は
〝大学生〞
に、大
きな
憧
れと
少
しの
不安
を
抱
いているであろう皆さんに、
ぜひ読
んで
ほしい
三冊
をご
紹介
します
。
百田尚樹『永遠の０』
講談社文庫、二〇〇九年
私
たちは戦争
を
経験
してはいません
。
だ
からこそ戦争について知
らなければならな
いと
私は思
います
。この
本には、戦争
で
私
たちと
同世代
の
人々
の
命
が
、まるで道具
の
ように扱われていた過去
が
描かれています
。
正直戦争ものは苦手
だと
思
っていた
私
でし
たが
、この
本
を
読
んで
戦争
のことをきちん
と
知
らなくては
、
と
思
いました
。これから
の
日本
を
担
っていくのは
私
たちな です
。
みなさんにとっても
、日本
の
過去
と
現在、
そして未来
を
考えるきっかけの
本になれば
と
思
います
。
伊坂幸太郎『砂漠』
新潮文庫、二〇一〇年
個性豊かな
大学
生五人
が
遊
んだり
、
恋愛
したり、事件
に巻
き
込まれたり
する物語。この
小
説
に
登場
するある
大学生曰
く
、 「
その
気
に
なればね
、砂漠に雪
を
降
らすことだって
、
余裕
でできるんですよ」らしいですよ、私
たち大学生は。確かに、大学生
というだけ
で
無敵
な
感
じがするのは
私
だけでしょうか
……。
ともかく
、この
小説に負
けず
劣
らず
の
、個性
いっぱいな
大学生
が
、外大にはた
くさんいます
。外大生になったみなさんも、
たくさんの
人に出会
い
、全力
で
勉強も遊
び
もして、素敵
な
大学生活
を
送
ってください
。
砂漠に雪、降
らしちゃってください
。
田中和雄『幼い子の詩集
―
パタポン１』
童
話屋、二〇〇二年
これは〝幼
い
子
のための
詩集〞
な
のですが
、日本語
がとにかく
美
しい
のです
。新入生
の
みなさんは
、これから出会う新
しい
言語に
期待
し
、待ち遠
しく
思
っていることでしょ
う。
しかし
、その
前にもう一度、母語
であ
る日本語
を
振りかえってほしいと
思
います
。
日本語にも特有
のリズムや
美
しい
響
きがあ
ります
。私
のお
気に入りは、谷川俊太郎さ
んの
「
きりなしうた
」
です
。子供
が
喜
びそ
うな
主題
を
取りながら
、七・五
を
繰り返
す
というリズムが
感
じられる、聞
き
心地
がと
てもよい
詩になっています
。大人になった
今
だからこそ
持
つことができる視点
で
、ま
た
外大生
としての
視点
で
読
んでみてくださ
い
。
優しい本たち
村津颯
（むらつ・そう）
言語文化学部日本語専攻四年
私
が
紹介
する本はいずれも
地元北海道
の
高校時代に買
い
、未
だに読
んでいる
本。大
学生活
と
一人暮
らしの
不安
を
紛
らわせてく
れた
恩人
のようなもの
。高校時代
の
友人
を
大学
の
知り合
い
に
紹介
するような
、そんな
気分。
大槻ケンヂ『ロコ！
　 思うままに』
角川文庫、
二〇一〇年
齢五〇
を
迎えた
今
でもロック
・ミ
ュージシャンであり続
ける著者
の
小
説集。人間
のぬく
もりを感
じさせる作品
が
続
く
序盤から
一転、
中盤
では冷
たく
、暗
く
、救われないような
キモチワルイ
作品群
で
突
き
落
とし
、
しかし
最後はまた
温かく
手
を
差
し
伸
べる、Ｖ
の
字
のような
本。若
い
頃はダメ人間
を
更にどん
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底に陥れるような歌
を
歌
い
、また
自身も苦
悩
する過去
を
経験
した
著者
だからこそ書
き
得
た
、
ダメ人間
を
抱
き
上
げる父親
のような
本、
だと
思う。学術的
な
要素は無
くとも、
得
られるものはあるはず
。同名
の
曲も作
ら
れている
。名曲
なのでぜひ
。
グリム『完訳グリム童話集』
（一） ‐ （五）金田鬼
一訳、岩波文庫、一九七九年
残酷
だ
、性的
だ
、
と
現代
ではなにか
と
「
どうか」
とさ
れる童話・昔話
だ
が
、その
元
を
辿れ
ば
見えてくるのは子
を
躾
けたり、喜
ばせよ
うとする
親
の
愛情
であるはず
。現代風
の
脚
色
が
加えられていない「原典
を
読むこと
で
、まるでその童話
が
生まれた
当時
の
子供
になったような気持ちにさせられる。金田鬼一による素朴
で
飾り気
のない
、
しかしや
さしい
訳文も味わい
深
い
。子供
たちが
屠屠
ごっこをしたあげく
家族全員
が
死
んだり
、
同
じような
話
が
何回も出
てきたり
、特にオ
チも無
く
三行ほどで終わる話もあるのはご
愛嬌。そんなムラッ気も含めて
楽
しい
。
地域を覗き見る
上まどか
（かみ・まどか）
国際社会学部西南ヨーロッパ地域専攻四年
 新入生
の
皆
さん
、
ご
入学
おめでとうござ
います
。皆さんはこれから、専攻語
や
地域
にどっぷり
浸かっていくことになると思
い
ます
。
でもせっかく
外大
のような
多言語・
多文化
な
環境に来
たなら
、他
の
地域も覗
い
てみませんか？
　 私
が
紹介
するのは
、アフ
リカの
作家
の
作品
です
。小説
を
通
して
、ア
フリカを覗
いてみてください
。
センベーヌ・ウスマン『ニーワン
―
セネガ
ルのこころ』
山本玲子・山本真弥子訳、
サイマル
出
版会、一九九〇年
アフリカ
映画
の
父
と
呼
ばれたセンベー
ヌ
・
ウスマンの
短編小説二篇にインタビュ
ーが
加えられたもの
。息子
の
亡骸
を
抱えた
主人公
が
乗
ったバスを舞台に、新
たな
価値
観
がうずまく
大都市
ダカールの
人々
が
描か
れる表題作「
ニーワン
」
と
、夫に虐
げられ
るヤイ
・
ダボとその
息子
タアウの
戦
いが
描
かれた
「
タアウ
」
が
収録されている。
チヌア・アチェベ『崩れゆく絆』
粟飯原文子訳、
光文社古典新訳文庫、二〇一三年
白人
の
到来によ
ってナイジェリアのイボ
族
の
伝統社
会
が
崩壊
していく
さまを描
いた
作品
で
、アフリカ
文学
の
父
と
呼
ばれたアチェベ
の
傑作。伝統社会
の
抱える矛盾
や
、その
受
け
皿
となったキリスト
教
など
、一面的
でな
い
植民地支配
の
過程
を
描
き
出
している
。こ
とわざや
民話
などと
結
びつきながら
物語
が
進
んでいくが
、詳細
な
注釈
があるため
、
だ
れでも楽
しめる。
Ｊ・Ｍ・クッツェー『恥辱』
鴻巣友季子訳、
ハ
ヤカワ
epi 文庫、二〇〇七年
南アフリカ
出身
のノーベル
賞作家
ク
ッツェーが
二度
目
のブッカー
賞
を
とった
際
の
作品。
アパルトヘイト以後
の
南ア社会
を
舞台に、
セクハラで告発されて仕事も友人も失
って
しまったデヴィッドが
自
らの
恥辱
と
向
き
合
う物語。序盤はかなり
情
けなく
思う場面も
多
いが
、生
（性）
／死、動物／人間、親／
子、老
い
、人種
といったさまざまな
切り口
で
読める作品。
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日本の本　故郷の本
日本の本故郷の本留学生がすすめる
戦前の日本、戦後のスペイン
キヌエ・ツバタ・マエストゥレ
（
K
inue T
subata M
aestre ）
マドリード自治大学交換留学生／スペイン／スペイン語私は日本文化
を
考えるたびに、 『坊ちゃん』
という好
きな
本
を
思
い
出
す
。この
本は夏目漱
石によって
書かれた
。楽
しい
話
なので
、読
み
やすい
本
だと
思う。
主人公は東京
で
大学
を
終えてから、四国
の
ある村
で
数学
の
先生
として
教えはじめた
し
かし
、生活は大変
だった
。それは、生徒に悪
い
冗談
を
言われて、また
他
の
先生
との
関係
が
よくな ったから
。主人公はときどき、教師
としてのモラルに問題もあった
。
作家は主人公
の
話
を
通
して
、人間関係につ
いて
意見
を述
べている。
また
私にとって
、スペイン人によって
書か
れた
本
を
一冊選ぶのは極めて
難
しい
。
しかし
、
最も好
きな
本は『
ラ
・コルメナ』
という本
で
ある。
カミロ・
ホセ・セラは、スペインの内
戦
が
終わってから
、この
本
を
書
いた
。本
の
背
景は一九四三年
のマドリードだ
。主人公
が
定
められていないので、変わった
本
だとされて
いる。様々
な
人
の
生活に関
する話
が
現れる。
社会的
なリアリズムの
文体
を
通
して
、簡単に
作家は自分
の
意見
を
述
べる
。私はこの
本
を
読
めば
読むほど
、さらに好
きになると
感
じる。
夏目漱石『坊ちゃん』岩波文庫、一九五〇年C
am
ilo José C
ela, La colm
ena, Alianza Editorial, 
1992 （
カミロ・
ホセ・
セラ
『
ラ
・
コルメナ
』会田由・
野々山真輝帆訳、白水社、一九八九年）文化と言語理解に役立つ本
ルディツキー・ヴィタリー
（
ǥȧȘȜȪȞȜȝǗ
ȜȦȔȟȜȝ ）
言語文化学部日本語専攻三年／ウクライナ／ウクライナ語
『日本人
のための
憲法原論』
の
評判
がとても
よかったから
探
すことにした
。あまりの
分厚
さにびっくりしたが
、勇気
を
振り絞
った
。全
部
で
一三章、 「日本国憲法
は
死
んでいる
」
と
いう衝撃的
な
章から
始まり「憲法はよみがえ
るか」
という章
で
終わる。
本書には「憲法
とは、西洋文明
が
試行錯誤
の
末に産
み
出
した
英知
であり
、人類
の
成功
と
失敗
の
経緯
を
文明化
したものである」
と
書
い
てある
。ほとんど
全
ての
言葉
がキーワードと
言えるが
、強調
したいのは
「西洋文明」
とい
う言葉
だ
。憲法
が
生まれたのは日本
でも中国
でもない
。資本主義
と
民主主義
が
生まれたの
も東洋世界
の
国
ではない
。中国は長
い
歴史
を
もっていると うのに
。
しかも、現在におい
て
富裕国
であるにもかかわらずだ
。
つまり憲
法
や
資本主義
や
民主主義
などが
生まれるうえ
でお
金
などはそれほど
重要
ではないというこ
とだ
。
それらが
生
まれるには
「神様
の
前
では
みな
同
じ
」 「契約
を
守
らねばならない
」
とい
う考え方
が
必要不可欠
だ
。
しかし
日本
や
中国
にはそうした考え方
がなかったから
、憲法
な
どは生まれなかった。
西洋
では口約束も契約扱
いされる
。
たとえ
ば
選挙
の
前に様々
な
政治家
が
綺麗
ごとを
言
っ
ている
。それは噓
だろうが
、約束
したことと
正反対
の
政策
を
採
っている政治家はあまりい
ない
。
しかし
日本はどうだろうか。紙上
の
契
約は守
っているが
、口約束は守
ってない
人
が
かなり多
い
。日本
の
政治家
ともなると
約束
を
外語大でまなぶ留学生のみなさんがおすすめの本を紹介してくれました。日本と、自身の故郷にまつわる書物を選んでくれています。ぜひ手にとってみてください。
　　　　　　
（所属／出身地／母語）
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守
っている人
が
一人もいない
！
　 選挙
の
前に
「私
は
原発
に
反対
です
！」
や
「増税反対！」
など
言
っておきながら
、選
ばれたら
「原発
を
再稼働
します
」
など
全
く
反対
のことを言う首
相
の
名前は わなくてもわかるだろう。
本
を
読
んで
、小室先生
の
圧倒的
な
知識
の
量
に感動
した
。歴史
や
宗教
や
経済
など
、幅広
い
知識
の
持ち主
で
、憲法
の
基礎
を
説明
するため
に様々
な
知識
を
使
っている。特に歴史
とキリ
スト
教についてたくさん書かれている。私は
一応
カトリック
教徒
なのに、小室先生
が
書
い
ていたキリスト
教に関
することは全然知
らな
かっ
た
。
外大生にこの
本
を
読
んでほしい
。日本
の
文
化
だけではなく
、
ヨーロッパなどの
文化
や
歴
史
などの
理解
が
深まるからだ
。
ロシア文学
といえばドストエフスキーやト
ルストイなどが
思
い
浮かぶかもしれないが
、
私
が
選
んだのは
文学作品
ではなく
、
イリヤ
・
フランクの外国語に関
するシリーズだ
。
イリヤ
・フランクは多
くの
外国語
を
話
す
。
天才
だからではなく
、自分に合
ったやり方
を
見
つけたからだ
。その
勉強
の
仕方
が
誰にも使
えるとは
限
らないが
、
とても参考にな ので
はないか
。
そして自分
のやり
方
をもとに
、
いろんな
外
国語
を
勉強
している
人向
けに多
くの
本
を
出
し
た
。
ネイティブが
読
んでいるような
有名
な
作
品
の
一部
をとって
、フレーズの終わりに括弧
の
中
で
単語
やフレーズの訳
を
書
く
。そして、
その
後に同
じ
部分
を
載
せるが
、訳
を
載
せない
。
これを読めば
、語彙
を
簡単に増
やすことがで
き
、また
外国語
が
上手
くなるだけでなく
、外
国語
を
教える立場になったら
役立
つと
思う。
小室直樹『日本人のた の憲法原論』集英社インターナショナル
、二〇〇六年
ǝ
ȟȰȓǩ
ȤȔȡȞ Ǣ
șȠ
șȪȞȔȓȗȤȔȠ
Ƞ
ȔȦ
ȜȞȔȥ
ȫșȟȢȖșȫșȥȞȜȠ
ȟȜȪȢȠ
 / D
eutsche G
ram
m
atik 
m
it m
enschlichem
 A
ntlitz, ǝ
țȘȔȦșȟȰȥȦȖȢ, 2002
（ 『人間
の
顔
をもつドイツ
語文法』未邦訳）
人生と社会問題について
金美恵
国際社会学部日本地域専攻四年／韓国／韓国語
最初に紹介
するのは
『田舎医師
の
美
しい
同
行１』
である
。この
本
では、現役外科医
とし
て
働
く
中
で
触れた
患者
が
取り上
げられている
。
家族
の
生存
を
願う親、患者
を
救うために必死
で
手術に臨む医師、死
を
淡々
と
迎える患者
の
姿
などが
書
き
込まれた
三五編
のエピソードが
載
せられている
。病気
と
向
き
合
い
、生
きる希
望
を
失わず
精一杯生
きる彼
らの
姿
を
見
るだけ
でたくさんのパワーを
得
ることができた。
いつか死
ぬことは
不変
の
真理
であり、これ
から
死
を
迎えるまでの
人生
をどう
生
きていく
のかについて考えるようになった。さらに、当
たり前
と
思
ってしまいがちだが
、今日
を
健
康に生
きていることがいかにありがたいこと
か再
び
感
じるこ ができた
。人生について深
く
考えさせられたこの本
を
皆さんにもぜひお
勧めしたい
。
次
の
本
は、 『韓国
ワーキングプア
88万
ウォ
ン
世代』
である
。二〇〇七年韓国
で
発売され
同年
のベストセラーになったこの
本には、韓
国社会
が
抱えている
諸問題
が
詳
しく
語
られて
いる。八八万
ウォンとは
、二〇代
の
非正規労
働者
の
平均月給
を
指
す
。大学
を
出
ても定期職
につけず
非正規労働にしか従事
できない
若者
を
「八八万
ウォン
世代」
と
言う。この
本
が
発
売されてから一〇年近
くたった
今も、就職難
や
格差問題は深刻
な
状態
である
。格差問題は
韓国
のみならず
、日本
でも共通
してみられる
社会問題
なので
、この
本
を
通
して
日本
が
今抱
えている
問題についても目
を
向
けるきっかけ
になればと
思
っている。
짣
몋
?『
킪
몶
픦
칺
픦
팒
읒
삲
풂
솧
１』
읺
섢
큲
쭏、二〇〇五年
（ 『田舎医師
の
美
しい
同行
１』
 未邦訳）
푾
컫
・
짣
뭚
핊『
88
잚
풞
켆
샎―
헖
잫
픦
킪
샎
펞
튾
쁢

잫
픦
몋
헪
』
엖
싢
팧、二〇〇
七年
（禹晰熏・朴権一『韓国
ワーキングプア
88万
ウォ
ン
世代
―
絶望
の
時代
に
向
けた
希望
の
経済学』金友
子・金聖一・朴昌明訳、明石書店、二〇〇九年）
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